
「人材育成・健康づくり・産業振興・定住対策」
を４つの柱とし、「住んでよかった、これから
も住み続けたい」と思えるような町であるため、
必要な事業は着実に取り組みながら、持続可能
なまちづくりを進めていきます。
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●
主
な
ハ
ー
ド
事
業

・
防
災
重
点
た
め
池
廃
止
事
業

・
除
雪
機
整
備
事
業

・
道
路
維
持
・
改
良
整
備
事
業

・
林
業
成
長
産
業
化
創
出
モ
デ

ル
事
業

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
更
新
事
業

・
役
場
駐
車
場
用
地
購
入
事
業

・Ｎ
Ｈ
Ｋ
共
聴
組
合
施
設
改
修

補
助
金

●
主
な
ソ
フ
ト
事
業

・
ま
め（
落
花
生
・
健
康
・
勤
勉
・

忠
実
）
づ
く
り
推
進
事
業

・
町
立
金
山
診
療
所
運
営
支
援

（
一
般
会
計
か
ら
の
運
営
費

等
支
援
）

・
街
並
み
景
観
形
成
助
成
事
業

・
景
観
施
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
作
成
委
託
事
業

・
第
14
回
羽
州
街
道
交
流
会
金

山
大
会
開
催
事
業

・
育
児
支
援
事
業（
出
産
祝
金
・

多
子
通
園
助
成
金
・
家
庭
育

児
支
援
な
ど
）

・
子
育
て
支
援
医
療
費
（
高
校

生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
）

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発

行
事
業
（
２
回
開
催
）

・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置

事
業

（前年度比1.1％増）

38.43億円

まちの
予算

令和２年度一般会計

会計名
一般会計

国民健康保険特別会計（事業勘定）
国民健康保険特別会計（直診勘定）
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計

農業集落排水事業特別会計
公共下水道事業特別会計
水道事業会計（資本的支出）
水道事業会計（収益的支出）

予算額
38億4,300万円

27万円
３億5,747万円
6,624万円

８億6,270万円
１億　725万円
１億6,538万円
8,740万円

１億9,933万円

前年度比増減額
＋4,200万円
▲　492万円
▲1,914万円
＋　437万円
＋6,428万円
＋　193万円
＋　705万円
＋　939万円
＋　142万円

前年度比増減率
＋　1.1％
▲94.8％
▲　5.1％
＋　7.1％
＋　8.1％
＋　1.8％
＋　4.5％
＋12.0％
＋　0.7％

町
全
体
の
人
口
減
少
と
、
高
齢
の

方
々
が
お
亡
く
な
り
に
な
る
な

ど
、
利
用
者
の
増
加
が
鍵
と
な
る

医
療
機
関
。
要
望
に
応
え
、
小
児

科
を
週
２
日
に
拡
充
す
る
な
ど
安

心
の
医
療
を
目
指
し
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
な
ど
で
、
都
市

部
と
変
わ
ら
な
い
教
育
環
境
を
提

供
す
る
た
め
、
国
の
補
助
金
の
残

分
を
議
会
の
理
解
を
い
た
だ
き
基

金
や
起
債
で
対
応
し
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
中
核
を
担

う
社
会
福
祉
協
議
会
の
充
実
を
行

い
、
町
民
に
寄
り
添
っ
た
生
活
支

援
を
行
い
ま
す
。
写
真
は
町
と
社

会
福
祉
協
議
会
が
共
催
し
て
い
る

「
福
寿
会
」
の
様
子
。

　働く場をつくるため、平成26・27年度に取り
組んだ「貸工場建設」と、28年度に建設された
「認定こども園」への支援、30年度の「豪雨災害」
と「高温対策」に過疎債を活用したことから、
31年度から公債費が増加しています。使用料を
いただき、借金返済にも地方交付税の支援があり
ますが、将来も考えて財政の健全化と行政の安定
化を最優先する考えです。また、基金（貯金）は
将来の貴重な財源。今後の町づくりや、突発的な
事象に対応できるお金で、残高を可能な限り増や
していくことが「力」となります。

❷ 将来につながる財政運営のため医療介護の安定した支援と
福祉・子育て・雪対策を優先

　一般会計は、令和元年度の当初予算と比較し、
事業見直しで歳出抑制に努め、特別会計への繰り
出し金や公債費などの増加に対応しています。
　町立金山診療所は、安心して利用いただく運営
を行うため、前年度と同じく年間の予算を確保。
なお、医療スタッフが不足することから令和３年
度に無床化する方針です。特別会計は、高齢化や
利用者の増で医療費や給付費等が増えていること
と、重要なライフラインである上下水道等におけ
る「国の補助事業を活用した施設更新」が増加の
主な理由です。

❶

　町民の皆さんが、将来にわたり「住んでよかっ
た、住み続けたい」と実感できる町づくりを行政
が責任を持って進めます。また、全国的にみても
充実した「子育て支援」を継続します。さらには、
多くの方々が心配している「雪対策」「高齢者の
住まい」「移動手段」「買い物支援」などについて、
職員が総力を挙げ、各種事業に取り組み、快適な
生活環境をつくっていきます。
　「安心できる－。安全に生活できる－。」必要な
事業に着実に取り組んだうえで、持続可能な行政
運営や財政健全化を進めることとし、町民の皆さ
んのご意見を充分に伺いながら町づくりを行って
いきます。

❹ 未来を保障する行政サービス
　令和２年度の当初予算では、収入確保や歳出抑
制に努めながらも、必要な財源を確保するために
基金をも活用しています。今後も、財政運営の健
全性を高めるため、人件費・公債費など経常的な
経費を抑え、また、新たな町の借金をできる限り
せずに、知恵を絞り、工夫しながら基金の増加を
図り、借金の残高を減らしていきます。

❸ 基金残高（貯金）の状況

※　国が進めている「財政状況の見える化」を積極的に
取り組むため、町のホームページに、決算審査意見書
や町政の運営方針を掲載しています。ご覧ください。

歳入

歳出

町税
11.4％
（＋1.2％）

人件費
19.9％

（＋23.9％）

扶助費
9.4％

（＋0.3％）

公債費
12.0％

（＋12.4％）一般行政経費
34.6％
（▲9.8％）

その他
14.2％

投資的経費
9.9％

（▲5.8％）

地方交付税
49.3％
（＋6.6％）

使用料及び手数料
1.5％（＋2.0％）

国県支出金
16.5％
（＋2.5％）

繰入金
6.7％

（▲24.7％）

町債
5.7％

（▲18.2％）

その他
8.9％

※（　　）内は前年度比増減率

●町債（借金）残高の推移見込　※金山町財政の中期展望より
【単位：百万円】

44億
6,900万円
44億

6,900万円 44億
2,000万円
44億

2,000万円

42億
2,700万円
42億

2,700万円

40億
3,900万円
40億

3,900万円 39億
5,000万円
39億

5,000万円

37億
5,900万円
37億

5,900万円

H30年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度

4,600

4,400

4,200

4,000

3,800

3,600

3,400


